


《ストーンヘンジ、ウィルトシャー》
1827 － 28 年　水彩・紙
ソールズベリー博物館
On loan from The Salisbury Museum, England

《セント・オールバンズ・ヘッド沖》
1822年頃　水彩・紙
ハロゲイト、メーサー・アート・ギャラリー
©Mercer Art Gallery, Harrogate Borough Council

《ソマーヒル、トンブリッジ》部分
1811 年展示　油彩・カンヴァス
エディンバラ、スコットランド国立美術館群
©Trustees of the National Galleries of Scotland

《兵士の夢》
1837 年
ライン・エングレーヴィング
郡山市立美術館

《スノードン山、残照》
1798 － 99 年
水彩、スクレイピングアウト・紙
エディンバラ、スコットランド国立美術館群
© T r u s t e e s  o f  t h e  N a t i o n a l
 Galleries of Scotland

　講演会 1
「風の歌声・光の夢
　－ターナー芸術の眞髄」　

日時：7 月 16 日（月・祝）　14:00 ～
場所：多目的スタジオ（入場無料）
講師：高階秀爾さん
　　　（大原美術館館長／東京大学名誉教授）

　講演会 2
「ターナーが見たもの／ターナーを見たもの
　－ 19 世紀のイギリス社会から考える－」

日時：7 月 21 日（土）　14:00 ～
場所：多目的スタジオ（入場無料）
講師：森  正人さん
　　　（三重大学教授）

　美術講座「ターナーと崇高な風景」
日時：8 月 26 日（日）　14:00 ～
場所：講義室（入場無料）
講師：当館学芸員

　美術講座「ターナーと絵画技法」
日時：9 月 8 日（土）　14:00 ～
場所：講義室（入場無料）
講師：当館学芸員

　ギャラリートーク
日時：7 月 22 日（日）　14:00 ～
　　　7 月 29 日（日）　14:00 ～
場所：企画展示室（企画展観覧券が必要です）
講師：当館学芸員

　映画会「ターナー、光に愛を求めて」
　　　　　　（2014 年／ 150 分）

日時：7 月 28 日（土）　14:00 ～
場所：多目的スタジオ（入場無料）

　講演会 3
「光は海峡を越えて：

ターナーのロマン主義から
モネの印象主義へ」

日時：8 月 19 日（日）　14:00 ～
場所：多目的スタジオ（入場無料）
講師：千足伸行さん
　　　（広島県立美術館館長／
               成城大学名誉教授）

企画展「ターナー  風景の詩」関連イベント

©Channel Four Television Corporat ion,  The 
British Film Institute, Diaphana, France3 Cinema, 
Untitled 13 Commissioning Ltd 2014.

開館時間：午前 9 時 30 分～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
休  館  日：毎週月曜日
　　　　　（7 月 16 日は開館、翌日 17 日休館）
観  覧  料：一般  1200（960）円　高大学生・65 歳以上  800（640）円
　　　　　※（　）内は 20 名以上の団体料金　　　　　
　　　　　　中学生以下、障がい者手帳をお持ちの方は無料

企画展

主　　催：郡山市立美術館、
　　　　　毎日新聞社、福島民報社、
　　　　　スコットランド国立美術館群
後　　援：ブリティッシュ・カウンシル
協　　力：日本航空
協　　賛：大日本印刷

2018年7月7日（土）～9月9日（日）ターナー  風景の詩

古代の巨石 記念物を背景にしたこの作品は、嵐が通
過した後の平原が描 か れ て い ま す。幾 重 に も 厚 く 連
なった雲の 間から稲光が閃く空の手前には、雷に打
たれた羊飼いや羊たちが倒れており、激しい自然現象
が巧みに表現されています。右の作品は、左の水彩画
をもとに制作された版画です。ターナーは版画を単な
る「複製」としてではなく、芸術的価値のあるものとし
て重要視し、徹底的にその質にこだわりました。
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　風
景
を
包
み
込
む
光
と
大
気
。
人
間
の
力
な
ど
到
底
及
ば
な
い
大

き
な
力
。
タ
ー
ナ
ー
の
風
景
画
は
私
た
ち
に
、
自
然
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
示
し
、
様
々
な
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
彼
は

作
品
に
お
い
て
、
何
を
表
現
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　《
セ
ン
ト
・
オ
ー
ル
バ
ン
ズ
・
ヘ
ッ
ド
沖
》
で
は
、
大
き
く
波
立
つ

海
に
複
数
の
種
類
の
船
が
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
左
奥
の
大
き
な
船
は
イ

ギ
リ
ス
の
戦
艦
で
、
そ
の
手
前
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
国
旗
を
つ
け
た
船
が

見
え
ま
す
。
迫
力
の
あ
る
画
面
は
、
自
然
の
大
き
な
力
だ
け
で
な
く
、

オ
ラ
ン
ダ
船
を
威
嚇
す
る
よ
う
に
描
か
れ
た
イ
ギ
リ
ス
戦
艦
に
よ
っ

て
、
自
国
の
国
力
の
強
さ
を
も
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　タ
ー
ナ
ー
は
ま
た
、
巧
み
な
技
法
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
絵
画
表
現
を

生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
、
水
彩
が
自
身
の
創
作
に
最
も
適
し
た

技
法
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
水
彩
の
特
徴
と
い
え
ば
、
繊
細
な
濃
淡
、

に
じ
み
や
ぼ
か
し
、
透
明
感
の
あ
る
絵
具
の
重
な
り
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
光
や
大
気
は
、
具
体
的
な
形
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

絵
具
を
溶
く
水
の
量
や
筆
さ
ば
き
、
ほ
か
に
も
様
々
な
技
法
を
駆
使
し
、

タ
ー
ナ
ー
は
自
ら
が
と
ら
え
た
自
然
を
絵
画
と
し
て
表
現
し
ま
し
た
。

　タ
ー
ナ
ー
は
油
彩
画
の
作
品
も
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

な
か
に
は
、
水
彩
の
よ
う
な
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
油
彩
な
ら
で
は
の
良
さ
を
十
分
に
活
か
し
つ
つ
、
水
彩
の
技

術
を
油
彩
に
置
き
換
え
、
昇
華
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　本
展
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
各
地
と
日
本
国
内
の
美
術
館
か
ら
選
り
す

ぐ
っ
た
油
彩
画
・
水
彩
画
約
70
点
と
版
画
約
1
1
0
点
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
タ
ー
ナ
ー
の
見
た
風
景
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

（
新
田
量
子
）

作
品
の
魅
力
を
紹
介
！

タ
ー
ナ
ー
が
と
ら
え
た
自
然

イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
風
景
画
の
巨
匠
、ジ
ョ
ゼ
フ
・

マ
ロ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー（
1
7
7
5-

1
8
5
1
）

の
画
業
と
芸
術
の
全
貌
を
紹
介
す
る
企
画
展「
タ
ー
ナ
ー 

風
景
の
詩
」の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

スノードン山は、ウェールズ北部の山地スノード
ニアの最も高い山です。日が沈み、わずかに残る光
が空を照らす、幻想的で美しい風景が描かれてい
ます。ターナーは、イギリスやヨーロッパ各地の高
い山々を訪れてスケッチをしました。そびえ立つ
山や、目がくらむような深い谷など、人々がぞくぞ
くする恐ろしさを感じるような偉大な自然に新し
い価値を見出して表現しています。

詩人トマス・キャンベルの詩集の挿絵の
ために制作された版画です。キャンベル
は詩のなかで、戦場にいる兵士の夢にだ
け訪れる平和について書きました。ター
ナーは画面を上下に分け、上には銃によ
りかかって眠る兵士を、下には夢で兵士
が家に戻り妻と子どもに出迎えられてい
る様子を描きました。

《ストーンヘンジ、ウィルトシャー》
1829年　エッチング、ライン・エングレーヴィング
郡山市立美術館

「ターナー 風景の詩」－ターナーがとらえた自然－「ターナー 風景の 詩」－ターナーがとらえた自然－



1. サー・エドワード・コーリー・バーン＝ジョーンズ《フローラ》
    1868 － 84 年　油彩・キャンバス
2. ジョン・コンスタブル《デダムの谷》1802 年　油彩・紙、キャンバス
3. サー・ジョシュア・レイノルズ《エグリントン伯爵夫人、ジェーンの肖像》
    1777 年　油彩・キャンバス

4. 白瀧幾之助《編物をする少女》1895（明治 28）年　油彩・キャンバス
5. 藤島武二《がくの花》1901（明治 34）年　油彩・キャンバス

修  復

修  復 修  復

1

2 3

4 5

長期休館中に、当館コレクションを代表する作品の修復を行いました。
より美しく生まれ変わった作品をどうぞお楽しみください。
7 月 7 日からの常設展では、再オープンを記念し、郡山市立美術館の
名品を特別展示します。

　

　

常設展示

2018 年 7 月 7 日（土）～ 10 月 8 日（月・祝）  

特別展示　郡山市立美術館名品選

2018 年  10 月 11 日（木）～ 2019 年 1 月 20 日（日）

1　自然との対話

2　近代洋画の眼

3　戦後・画家の試み

4  『HANGA』特集  ／  佐藤潤四郎と仏足跡

 B
R

U
E
G

H
L

猪熊弦一郎 《生命のバランス》
1985（昭和60）年　水彩・紙
医療法人明信会 今泉西病院
©The MIMOCA Foundation

コンスタン・トロワイヨン
《牛と犬》

油彩・キャンバス
医療法人明信会 今泉西病院

【参考】アイバンクのポスター

「〈眼の人〉今泉亀撤のコレクション」 －知られざる今泉コレクションを公開！－「ブリューゲル展  画家一族 150 年の系譜」／常設展示
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体
系
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
を
目
指
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。同
時
に
今
泉
の
眼
は
海
外
に
も
向
き
、

コ
ン
ス
タ
ン・ト
ロ
ワ
イ
ヨ
ン（
1
8
1
0

－

1
8
6
5
）

ら
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
画
家
た
ち
や
、「
好
き
だ
」と
公

言
し
て
い
た
シ
ャ
ガ
ー
ル
な
ど
の
作
品
も
集
め
て

い
っ
た
の
で
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、現
在
、医
療
法
人
明
信
会
今
泉

西
病
院
が
所
蔵
し
て
い
る
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

か
ら
約
１
８
０
点
を
厳
選
し
、そ
の
収
集
の
変
遷
を

た
ど
り
ま
す
。な
ぜ
こ
の
作
家
が
？
な
ぜ
こ
の
作
品

が
？
と
考
え
な
が
ら
観
る
こ
と
で
、展
覧
会
は
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。同

時
に
そ
れ
は
、今
泉
亀
撤
と
い
う
ひ
と
り
の
人
間
の

生
き
方
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
中
敬
称
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
菅
野
洋
人
）

　
郡
山
市
片
平
町
出
身
の
医
学
博
士
、今
泉
亀
撤

（
１
９
０
７

－

２
０
０
９
）は
、日
本
最
初
の
角
膜
移

植
に
成
功
し
、角
膜
移
植
法
の
成
立
、そ
し
て
角
膜
移

植
の
た
め
の
眼
球
銀
行
い
わ
ゆ
る
ア
イ
・
バ
ン
ク
の

創
設
に
も
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。１
９
８
２（
昭
和

５７
）年
、今
泉
眼
科
病
院
と
今
泉
西
病
院
の
医
療
法
人

明
信
会
理
事
長
と
な
り
、２
０
０
４（
平
成
１６
）年
に

は
郡
山
市
の
名
誉
市
民
と
し
て
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
北
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、岩
手
医
科
大
学
附
属

病
院
眼
科
部
長
と
し
て
、目
の
不
自
由
な
人
々
の
た

め
に
尽
く
し
た
今
泉
は
、独
特
の
審
美
眼
を
も
っ
た

人
で
も
あ
り
ま
し
た
。激
務
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、彼
は

多
く
の
画
家
や
彫
刻
家
た
ち
と
交
流
し
、展
覧
会
や

画
廊
に
通
っ
て
は
美
術
作
品
を
収
集
し
て
い
た
の
で

す
。し
か
し
、そ
れ
ら
が
人
の
眼
に
触
れ
る
機
会
は
、

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
収
集
は
、宮
城
県
出
身
の
彫
刻
家
阿
部
正
基（
１
９

１
２

－

１
９
７
８
）の
作
品
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で

す
。恐
ら
く
戦
後
間
も
な
い
頃
の
東
北
大
学
助
教
授

い
ま
い
ず
み
き
て
つ

あ
べ
ま
さ 

き

ふ
な
こ
し
や
す
た
け

ど
ば
し
じ
ゅ
ん

い
の
く
ま
げ
ん
い
ち
ろ
う

よ
ろ
ず
て
つ
ご
ろ
う

や
す
い  

そ
う 

た 

ろ
う
う
め
は
ら
り
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

な
め
き

ま
さ
よ
し

時
代
、今
泉
は
、日
展
に
入
選
し
始
め
た
ば
か
り
だ
っ

た
阿
部
の
作
品
を
い
ち
早
く
評
価
し
て
彼
を
応
援
し

続
け
、後
に
は
今
泉
眼
科
病
院
を
設
立
し
た
義
父
の

今
泉
信
一
や
自
分
自
身
の
胸
像
制
作
を
直
接
彼
に
依

頼
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
４
９（
昭
和
２４
）年
に
岩
手
医
科
大
学
へ
移
っ

て
か
ら
は
、岩
手
県
出
身
の
彫
刻
家
舟
越
保
武
や
、岩

手
県
陸
前
高
田
市
に
ア
ト
リ
エ
を
も
っ
て
い
た
行
木

正
義（
１
９
０
９

－

２
０
０
４
）ら
と
も
親
し
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。行
木
は
、１
９
５
０
年
代
に
パ
リ
に
留

学
し
、そ
こ
で
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル（
非
具
象
）運
動
に

影
響
を
受
け
、湖
南
町
出
身
の
土
橋
醇
ら
と
切
磋
琢
磨

し
た
画
家
で
す
。今
泉
は
、行
木
と
家
族
ぐ
る
み
の
付

き
合
い
を
し
、や
が
て
行
木
を
通
し
て
、猪
熊
弦
一
郎

（
１
９
０
２

－

１
９
９
３
）を
知
り
ま
す
。三
越
百
貨

店
の
包
装
紙
や
上
野
駅
の
巨
大
壁
画
な
ど
で
も
知
ら

れ
る
猪
熊
と
今
泉
と
の
間
に
は
、猪
熊
が
没
す
る
ま

で
二
十
年
以
上
の
深
い
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
泉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
は
、そ
う
い
っ
た
彼

自
身
の
交
流
関
係
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す

が
、中
に
は
日
本
の
近
現
代
美
術
を
彩
っ
た
、彼
が

会
っ
た
こ
と
の
な
い
作
家
た
ち
の
作
品
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。や
は
り
岩
手
県
出
身
の
萬
鉄
五
郎
に
始
ま

り
、安
井
曽
太
郎
、梅
原
龍
三
郎
と
い
っ
た
昭
和
の

二
大
巨
匠
の
作
品
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
よ
り
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　
恐
ら
く
今
泉
は
、大
正
か
ら
現
代
に
つ
な
が
る

〈眼の人〉今泉亀撤のコレクション

2018 年 9 月 22 日（土）～ 12 月 24 日（月・休）
開館時間：午前 9 時 30 分～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）
休  館  日：毎週月曜日
　　　　　（9 月 24 日、10 月 8 日、12 月 24 日は開館、
　　　　　  9 月 25 日、10 月 9 日休館）
主　　催：郡山市立美術館　　
協　　力：医療法人明信会  今泉眼科病院  今泉西病院
観  覧  料：一般  800（640）円　高大学生・65 歳以上  500（400）円
　　　　　※（　）内は 20 名以上の団体料金
　　　　　　中学生以下、障がい者手帳をお持ちの方は無料

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
展  

　
　
　
　
　
　画
家
一
族
150
年
の
系
譜

　

ヤン・ブリューゲル 1 世
ヤン・ブリューゲル 2 世

《机上の花瓶に入った
チューリップと薔薇》
1615-1620 年頃　油彩・板
Private Collection

ピーテル・ブリューゲル 2 世
《野外での婚礼の踊り》

1610 年頃　油彩・板
Private Collection

　
16
世
紀
半
ば
の
フ
ラ
ン
ド
ル
を
中
心

に
活
動
し
た
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ

ル
一
世（
１
５
２
５
／
３
０―

１
５
６
９
）

に
始
ま
り
、1
5
0
年
に
わ
た
っ
て
画

家
を
生
み
出
し
た
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
一

族
。約
1
0
0
点
の
出
品
作
の
ほ
と
ん

ど
は
、欧
米
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
通
常
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
貴
重

な
作
品
で
、日
本
初
公
開
。一
族
の
系
譜

を
辿
り
な
が
ら
、16
、17
世
紀
フ
ラ
ン
ド

ル
絵
画
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

企画展

企画展

チケット前売開始  9 月 22 日（予定）

開館時間：午前 9 時 30 分～午後 5 時

　　　　　（入館は午後 4 時 30 分まで）

休  館  日：毎週月曜日

　　　　　（1 月 14 日、2 月 11 日は開館、

　　　　　  1 月 15 日、2 月 12 日休館）

主　　催：郡山市立美術館、福島中央テレビ、

　　　　　福島民友新聞社

協　　賛：光村印刷、福島トヨタ、ベスト学院進学塾

　　　　　福島交通株式会社

観  覧  料：一般  1500（1200）円

　　　　　高大学生・65 歳以上  900（720）円

　　　　　※（　）内は団体料金

　　　　　　中学生以下、障がい者手帳をお持ちの方は無料

ブリューゲル展  
画家一族 150 年の系譜

2019 年 1 月 11 日（金）～ 3 月 31 日（日）

展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ

Exhibition
―

  

知
ら
れ
ざ
る
今
泉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
！
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第 3 回　久米邸アート・トーク
「モダン・ボーイ　久米正雄の時代」

2018 年 1 月 21 日（日）

場所：こおりやま文学の森資料館
　　　久米正雄記念館
講師：当館学芸員

映画上映会「母たち」

2018 年 3 月 24 日（土）

凧作り＆紋切り

2018 年 1 月 6 日（土）

場所：郡山市青少年会館
　　　（ウィンタースクール参加）

講師：当館学芸員

手作りクレヨンで描こう ＆
江戸時代の「紋切りあそび」で楽しむ

2018 年 2 月 24 日（土）、25 日（日）

場所：郡山市民文化センター  展示室

（「郡山市男女共同参画フェスティバル」
　　　　　　　　　　　　（ブース参加）
講師：当館学芸員　

2018 年 3 月 4 日（日）

場所：郡山市ふれあい科学館  多目的研修室

講師：当館学芸員、ふれあい科学館職員

イースターエッグ・アート
2018 年 3 月 25 日（土）

場所：郡山市青少年会館

講師：当館学芸員

みつろうクレヨンで遊ぼう  ＆
紙切りアートにチャレンジ！

2018年5月3日（木・祝）、4日（金・祝）

場所：大安場史跡公園
（「こどもオリンピック 」ブース参加）

講師：当館学芸員

マスキングテープ・アート
を楽しむ

2018 年 5 月 19 日（土）

場所：さんかくプラザ
　　　（男女共同参画センター）

講師：当館学芸員

だまし絵を見る・描く・つくる

2018 年 5 月 27 日（日）

場所：諸橋近代美術館

講師：当館学芸員

ワークショップ

冬の風物詩をテーマに、レジ袋を材料
に凧を作って遊んだり、江戸時代の「紋
切り」技法で雪輪模様などを作りまし
た。

絵具のしくみを解説しながら、食物な
どを材料にしたクレヨンを紹介する
コーナーと、江戸時代の「紋切り」技
法を体験するコーナーを設けました。

アニメーションの基本が学べる「ゾートロープ（回転のぞき絵）
の制作と、写真転写を応用した絵画づくりを行いました。

春の風物詩をテーマに、卵の殻に
絵付けや装飾をあしらったイース
ターエッグ作りを行いました。

みつろうにベンガラや食物色素等
を加えたクレヨン作りのコーナー
と、「紋切り」をアレンジした紙切
り体験コーナーを設けました。

世界各地でたくましく生きる、母の姿を捉えたドキュメンタリー映画を上映
しました。上映に先立ち、音楽を手がけた郡山市出身の作曲家、湯浅譲二氏
の活動や業績について紹介しました。

記念館に展示されている写真を見ながら、久米正雄のモダン・ボーイぶりや
昭和初期の文化・風俗などについて解説しました。

アニメのしくみを
　　体験しよう！

かんたん、びっくり！
写真をオリジナルの絵にしよう！＆

「母たち」（37分）
監督／松本俊夫　音楽／湯浅譲二
1967 年第 18 回ベネチア国際記録映画祭グランプリ受賞

場所：ミューカルがくと館
　　　大ホール
講師：当館学芸員　

長期休館中、館内、館外で各種イベントを開催しました。市内の公民館では当館所蔵品の

特別展示を開催し、また各施設のご協力をいただきワークショップをはじめとするコラボ

レーション事業を行いました。2018年1月から5月のイベントを報告します。

スペシャル・アート・カフェ

「レコード寄席～味な風景～」

アート・カフェ～わたしのおすすめ！とっておきの話～

アート・カフェ

アート・カフェ

～美味なる作品鑑賞会～

2018 年 1 月 20 日（土）

　　　   1 月 27 日（土）

「食卓編」

「美食家編」

「日本画家・荻生天泉×書家・尾上紫舟×平安歌人」

「あっと驚く新聞付録」

「描かれた風景を探して～現地調査エピソード～」

「「ピカソみたいな絵」ってホメ言葉？
     ～いい作品とはなにか～」

「画材いろいろ～絵具、筆、キャンバス…～」

「怖い？楽しい？お酒とアート」

「鑑賞力アップ実践トレーニング～鑑賞ゲーム～」

「美術館の舞台裏！？」

「偉人・傑人・珍品・奇品！！」

「花をめぐるアート」

                

                

                

                

                

                

                

               

場　所： juju130CAFE

話し手：当館学芸員

逢瀬で魅せます、日本とイギリス　郡山市立美術館名品選

2018 年 4 月 21 日（土）、22 日（日）

場所：逢瀬公民館　大集会室

主催：郡山市立美術館

協力：逢瀬公民館

長期休館の機会に逢瀬地区の方々に当館コレクションを楽しんでいただくため、逢瀬公民館において郡山市立美
術館名品選を開催しました。
「イギリス近代美術」「日本近代美術」「郡山ゆかりの美術」「版（本）の美術」という、当館コレクションを特徴づける
４つのテーマから、33点を選りすぐり、絵画から彫刻、工芸まで、多様な作品を展示しました。当館学芸員による
ギャラリートークなどを通じて、当館の活動や作品の魅力などを紹介しました。

特別展示

1960 年代から 70年代にかけて制作された企業宣伝用レコードから、アルコー
ル飲料などをテーマにした名盤の数々を、貴重なエピソードと共に紹介して
いただきました。

食に関する作品や、芸術家たちのエピソード、食卓にまつわる工芸品を、当
館の所蔵品を中心に紹介しました。

アートや美術館、作品鑑賞に関する身近な話題や、学芸員とっておきのエピソー

ド・トークで盛り上がりました。

場　所： juju130CAFE　　話し手：当館学芸員

2018 年 3 月 3 日（土）

場所：juju130CAFE

講師：田口史人さん

　　   （レコード店「円盤」店主）　　　

当館併設の「juju130CAFE」にご協力いただき、参加者のみなさんと学芸員がティータイムを楽しみながら、アートや美術館をテーマに自由にトー

クを交わす「アート・カフェ」を開催しました。スペシャル・アート・カフェ「レコード寄席」では、田口史人氏を講師にお招きしました。

                

2018 年 2 月 3 日（土）

2 月 10 日（土）

2 月 17 日（土）

2 月 24 日（土）

3 月 10 日（土）

3 月 17 日（土）

3 月 24 日（土）

4 月 7 日（土）

4 月 14 日（土）

4 月 28 日（土）

諸橋近代美術館で開催中の企画展
「夢幻×無限～エッシャー、ダリ、
福田繁雄～」に関連し、だまし絵

への理解を深めながら、錯視のしくみを利用した平面作品と立体作品を制作
しました。

自由に貼ってはがせる特徴を活か
しながら、様々な色彩のマスキングテープを台紙に貼り込み、オリジナルの
平面作品を制作しました。
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